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至
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至
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一
一

博
士
（
医
学
）
斎
藤
通
紀
氏
の
「
生
殖
細
胞
の

発
生
機
構
の
解
明
と
そ
の
試
験
管
内
再
構
成
」

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

生
殖
細
胞
系
譜
は
、
精
子
及
び
卵
子
に
分
化
し
、
そ
の
融
合
に
よ
り
新
し
い

個
体
を
つ
く
り
、
遺
伝
情
報
を
継
承
す
る
。
生
命
の
根
源
た
る
生
殖
細
胞
の
発

生
機
構
の
解
明
は
、
医
学
・
生
命
科
学
に
お
け
る
本
質
的
な
課
題
で
あ
る
。
一

方
、
先
進
国
で
は
、
不
妊
、
生
殖
補
助
医
療
に
よ
る
出
産
率
（
全
出
産
率
の
三

–
五
％
：
二
〇
一
七
年
の
日
本
で
は
一
七
人
に
一
人
が
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り

誕
生
）
が
上
昇
し
、
生
殖
細
胞
研
究
の
医
学
的
・
社
会
的
重
要
性
が
増
大
し
て

い
る
。

斎
藤
通
紀
氏
は
、
生
殖
細
胞
の
発
生
機
構
を
解
明
し
、
多
能
性
幹
細
胞
か
ら

生
殖
細
胞
を
誘
導
す
る
研
究
を
創
出
、
世
界
を
牽
引
す
る
業
績
を
築
い
た
。
同

氏
の
業
績
は
、
三
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
、
以
下
に
、
そ
れ
を
要
約
す
る
。

１
．
マ
ウ
ス
生
殖
細
胞
形
成
機
構
の
解
明

斎
藤
氏
は
、
単
一
細
胞
発
現
遺
伝
子
解
析
法
を
応
用
し
、
マ
ウ
ス
始
原
生
殖

細
胞
（prim

ordial germ
 cells: PG

C
s

）
に
発
現
す
る
遺
伝
子
を
系
統
的
に
同

定
す
る
方
法
論
を
開
発
、PG

C

形
成
の
分
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
唱
し
た
。
さ

ら
に
、PG

C
s

の
起
源
を
標
識
す
る
転
写
因
子Blim

p1

を
同
定
、Blim

p1

が

PG
C

形
成
に
必
須
で
あ
り
、PG

C
s

の
体
細
胞
化
を
抑
制
す
る
こ
と
を
証
明
し

た
。同

氏
は
、
単
一
細
胞
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
法
を
開
発
し
、PG

C

形
成
に
関
与

す
る
遺
伝
子
発
現
の
全
容
を
解
明
、PG

C

形
成
が
、
体
細
胞
化
の
抑
制
・
潜

在
的
多
能
性
再
獲
得
・
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
包
含
す
る
過
程
で

あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、PG

C

特
異
的
転
写
因
子Prdm

14

を
同
定
、

Prdm
14

がPG
C

s

の
潜
在
的
多
能
性
再
獲
得
と
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
必
須
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

同
氏
は
、PG

C
s

を
誘
導
す
る
シ
グ
ナ
ル
原
理
を
解
明
し
、
胚
体
外
胚
葉
か

ら
体
外
でPG

C
s

を
誘
導
、
そ
れ
ら
を
マ
ウ
ス
新
生
仔
精
巣
に
移
植
す
る
こ
と

で
精
子
、
さ
ら
に
は
産
仔
を
作
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、

マ
ウ
ス
生
殖
細
胞
の
形
成
機
構
を
、
シ
グ
ナ
ル
・
転
写
・
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
制
御
の

各
階
層
で
明
ら
か
に
し
た
業
績
で
あ
る
。

２
．
マ
ウ
ス
生
殖
細
胞
形
成
過
程
の
試
験
管
内
再
構
成
系
の
確
立
と
応
用

斎
藤
氏
は
、
マ
ウ
ス
生
殖
細
胞
形
成
機
構
の
研
究
に
基
づ
き
、
多
能
性
幹
細

胞
–
胚
性
幹
細
胞
（em

bryonic stem
 cells: ESC

s

）
や
人
工
多
能
性
幹
細
胞

（induced pluripotent stem
 cells: iPSC

s

）–
か
らPG

C

様
細
胞
（PG

C
-like 



一
一

cells: PG
C

LC
s

）
を
誘
導
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
オ
スPG

C

様
細
胞
は
、

新
生
仔
精
巣
に
移
植
す
る
と
精
子
に
、
メ
スPG

C

様
細
胞
は
胎
児
卵
巣
体
細

胞
と
凝
集
し
（
再
構
成
卵
巣
）、
卵
巣
被
膜
下
に
移
植
す
る
と
成
熟
卵
母
細
胞

に
分
化
し
、
そ
れ
ら
精
子
や
卵
母
細
胞
は
健
常
な
産
仔
に
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
は
、
多
能
性
幹
細
胞
か
ら
誘
導
し
た
生
殖
細
胞
が
精
子
及
び
卵
子
に
分

化
し
健
常
な
産
仔
に
貢
献
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
初
め
て
の
成
果
で
あ
る
。

同
氏
は
、
試
験
管
内
再
構
成
系
を
用
い
て
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
分
子
機
構
、
生
殖
細
胞
の
雌
性
分
化
・
減
数
分
裂
誘
導
機
構
を
含
む
、
有

性
生
殖
の
根
幹
を
な
す
現
象
の
分
子
機
構
を
次
々
と
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、

PG
C

s

に
お
け
る
全
ゲ
ノ
ムD

N
A

脱
メ
チ
ル
化
が
、D

N
A

メ
チ
ル
化
活
性
の

抑
制
と
複
製
依
存
的
な
受
動
機
構
に
よ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

さ
ら
に
、PG

C

様
細
胞
と
胎
児
精
巣
体
細
胞
の
凝
集
塊
（
再
構
成
精
巣
）

を
培
養
し
、
精
原
幹
細
胞
様
細
胞
を
試
験
管
内
で
誘
導
す
る
こ
と
に
成
功
す
る

と
と
も
に
、
再
構
成
卵
巣
培
養
法
を
改
善
し
卵
子
形
成
全
過
程
を
試
験
管
内
で

再
現
す
る
系
の
確
立
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
性
染
色
体
異
常
に
起
因
す
る
不
妊

マ
ウ
ス
（K

linefelter

症
候
群
モ
デ
ル
）
由
来iPSC

s

か
ら
、PG

C

様
細
胞
を

経
て
精
子
・
健
常
な
産
仔
を
作
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果

は
、
生
殖
生
物
学
に
新
し
い
実
験
系
を
確
立
し
、
そ
の
可
能
性
を
拡
大
し
た
業

績
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

３
．�

霊
長
類
発
生
学
に
基
づ
く
ヒ
ト
生
殖
細
胞
発
生
過
程
の
試
験
管
内
再
構
成

系
の
確
立
と
応
用

斎
藤
氏
は
、
マ
ウ
ス
を
用
い
た
研
究
を
ヒ
ト
に
応
用
す
る
べ
く
、
霊
長
類
を

用
い
た
発
生
生
物
学
研
究
を
推
進
し
た
。
斎
藤
氏
は
、
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
胚
多
能

性
細
胞
系
譜
の
単
一
細
胞R

N
A

シ
ー
ク
エ
ン
ス
解
析
を
行
い
、
ヒ
ト
・
サ
ル

ESC
s/iPSC

s

は
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
着
床
後
後
期
胚
体
外
胚
葉
と
類
似
し
、
一
方

で
、
そ
れ
ら
は
、
原
腸
陥
入
前
の
マ
ウ
ス
胚
体
外
胚
葉
に
相
同
で
あ
る
こ
と
を

証
明
、
ヒ
ト
・
サ
ル
・
マ
ウ
ス
に
お
け
る
多
能
性
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
発
生
座
標

を
解
明
し
た
。
ま
た
、
カ
ニ
ク
イ
ザ
ルPG

C
s

が
初
期
羊
膜
に
誘
導
さ
れ
る
こ

と
を
証
明
し
、
あ
わ
せ
て
、
霊
長
類
発
生
生
物
学
の
重
要
性
を
明
確
に
し
た
。

同
氏
は
、
ヒ
トiPSC

s

を
ヒ
トPG

C

様
細
胞
に
誘
導
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

ヒ
ト
生
殖
細
胞
形
成
に
関
与
す
る
転
写
因
子
は
、
因
子
そ
の
も
の
（EO

M
ES, 

SO
X17

）、
及
び
そ
の
作
用
の
階
層
性
（TFAP2C

, BLIM
P1

）
が
、
マ
ウ
ス
と

異
な
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
さ
ら
に
、
ヒ
トPG

C

様
細
胞
と
マ
ウ
ス
胎
児
卵

巣
体
細
胞
を
用
い
た
異
種
間
再
構
成
卵
巣
を
作
出
・
培
養
す
る
こ
と
で
、
卵
原

細
胞
を
誘
導
、
そ
れ
ら
は
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
、
減
数
分

裂
直
前
の
状
態
を
獲
得
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
こ
の
成
果
は
ヒ
ト
多
能
性
幹

細
胞
が
生
殖
細
胞
（
卵
原
細
胞
）
に
分
化
可
能
な
こ
と
を
初
め
て
証
明
し
、
ヒ

ト
生
殖
細
胞
形
成
過
程
の
試
験
管
内
再
構
成
の
礎
を
築
い
た
業
績
で
あ
る
。



一
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以
上
、
斎
藤
通
紀
氏
は
、
正
攻
法
に
基
づ
く
論
理
的
な
研
究
を
積
み
上
げ
、

生
殖
細
胞
の
発
生
機
構
の
解
明
と
そ
の
試
験
管
内
再
構
成
研
究
に
特
段
の
進
展

を
も
た
ら
し
た
。
同
氏
の
研
究
成
果
は
、
ヒ
ト
や
霊
長
類
の
特
性
を
解
明
し
そ

の
進
化
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
不
妊
や
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
異
常
・
遺

伝
病
発
症
の
原
因
究
明
に
つ
な
が
り
、
生
殖
医
学
に
新
し
い
可
能
性
を
提
示
す

る
も
の
で
、
そ
の
業
績
は
多
く
の
栄
誉
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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